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(57)【要約】

【課題】先細の軸形状を有する被包装物を収納する四角

筒状の包装容器に対して、従来のプラスチック製の内袋

を代替する簡易な係止構造を備えた包装容器及びその板

材を提供することである。

【解決手段】四つの側面板で構成される四角筒状の胴部

（１）と、この胴部の開口（２）を閉止する蓋部（４）

と、を備えた包装容器（Ｂ１、Ｂ２）であって、前記胴

部（１）は、被包装物品が胴部との間のすきまでがたが

生じないように被包装物品と接する抑え板をその内部に

備え、前記抑え板は、前記胴部の長手方向装入側から奥

側に向けて前記胴部の幅方向断面を狭めるように片持ち

の状態で前記胴部に接続されている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 そ の 内 部 に 被 包 装 物 品 を 収 容 す る た め に 四 つ の 側 面 板 で 構 成 さ れ る 四 角 筒 状 の 胴 部 （ １

） と 、 こ の 胴 部 の 開 口 （ ２ ） を 閉 止 す る 蓋 部 （ ４ ） と 、 を 備 え た 包 装 容 器 （ Ｂ １ ； Ｂ ２ ）

で あ っ て 、

　 前 記 胴 部 （ １ ） は 、 被 包 装 物 品 が 胴 部 と の 間 の す き ま で が た が 生 じ な い よ う に 被 包 装 物

品 と 接 す る 抑 え 板 （ １ ９ ； ２ ０ ） を そ の 内 部 に 備 え 、

　 前 記 抑 え 板 は 、 前 記 胴 部 の 長 手 方 向 装 入 側 か ら 奥 側 に 向 け て 前 記 胴 部 の 幅 方 向 断 面 を 狭

め る よ う に 片 持 ち の 状 態 で 前 記 胴 部 の 内 部 に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 包 装 容 器 （

Ｂ １ 、 Ｂ ２ ） 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 抑 え 板 （ １ ９ ； ２ ０ ） は 、 前 記 側 面 板 と 接 し て 配 置 さ れ る 基 部 （ １ ９ ａ ； ２ ０ ａ ）

と こ の 基 部 か ら ミ シ ン 目 （ ｒ １ ； ｒ ２ ） を 介 し て 延 び て 立 ち 上 が る 本 体 （ １ ９ ｂ ； ２ ０ ｂ

） を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 包 装 容 器 （ Ｂ １ ； Ｂ ２ ） 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 抑 え 板 （ １ ９ ） は 、 長 手 方 向 奥 側 端 か ら 接 続 補 助 板 （ １ ８ ） に 沿 っ て 形 成 さ れ た 切

欠 （ ｄ １ ） を 有 し 、 前 記 切 欠 は そ の 長 手 方 向 装 入 側 で ミ シ ン 目 （ ｒ １ ） に 接 続 す る こ と を

特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 包 装 容 器 （ Ｂ １ ； Ｂ ２ ） 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 抑 え 板 （ ２ ０ ） は 、 幅 方 向 端 か ら 接 続 補 助 板 （ ２ ８ ） に 向 か っ て 形 成 さ れ た 切 欠 （

ｄ ２ ） を 有 し 、 そ の 幅 方 向 接 続 補 助 板 側 で ミ シ ン 目 （ ｒ ２ ） に 接 続 す る こ と を 特 徴 と す る

請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 包 装 容 器 （ Ｂ １ ； Ｂ ２ ） 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 本 体 （ １ ９ ｂ 、 ２ ０ ｂ ） は 、 そ の ほ ぼ 中 央 に 長 手 方 向 に 沿 っ て 折 り 線 が 設 け ら れ て

い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 包 装 容 器 （ Ｂ １ ； Ｂ ２ ） 。

【 請 求 項 ６ 】

　 一 枚 紙 か ら な る 包 装 容 器 の 板 材 （ ｂ １ ； ｂ ２ ） で あ っ て 、

　 前 記 板 材 （ ｂ １ ； ｂ ２ ） は 、

　 折 り 線 （ ｐ ） を 介 し て 幅 方 向 に 連 続 す る 第 １ 側 面 板 （ １ ４ ） 、 第 ２ 側 面 板 （ １ ５ ） 、 第

３ 側 面 板 （ １ ６ ） 、 第 ４ 側 面 板 （ １ ７ ） 、 接 続 補 助 板 （ １ ８ ； ２ ８ ） 及 び ミ シ ン 目 線 （ ｑ

１ ； ｑ ２ ） を 介 し て 接 続 補 助 板 と 連 続 す る 抑 え 板 （ １ ９ ； ２ ０ ） を 備 え 、

　 前 記 第 １ 側 面 板 （ １ ４ ） と 前 記 第 ３ 側 面 板 （ １ ６ ） は 、

　 そ の 端 部 （ ３ ） に 板 面 長 手 方 向 に 台 形 状 に 伸 び た 突 状 部 （ １ ４ ｐ 、 １ ６ ｐ ） を 有 し 、 前

記 突 状 部 （ １ ４ ｐ 、 １ ６ ｐ ） は 前 記 台 形 の 斜 辺 を 区 切 る 折 り 線 （ ｙ ２ 、 ｙ １ ） を 介 し て そ

れ ぞ れ 蓋 接 続 片 （ Ｊ ２ 、 Ｊ １ ） と 接 続 さ れ 、

　 前 記 接 続 補 助 板 （ １ ８ ； ２ ８ ） は 、

　 そ の 端 部 （ ３ ） に 板 面 長 手 方 向 に 伸 び た 突 状 部 （ １ ８ ｐ ） を 有 し 、 前 記 突 状 部 は 折 り 線

（ ｙ １ ） を 介 し て 蓋 接 続 片 （ Ｊ １ ） と 接 続 さ れ 、

　 前 記 第 ２ 側 面 板 （ １ ５ ） は 、 そ の 端 部 （ ３ ） に 折 り 線 （ ｚ ２ ） を 介 し て 延 び た 内 蓋 （ Ｆ

２ ） を 有 し 、

　 前 記 第 ４ 側 面 板 （ １ ７ ） は 、 そ の 端 部 （ ３ ） に 折 り 線 （ ｚ １ ） を 介 し て 延 び た 外 蓋 （ Ｆ

１ ） を 有 し 、

　 前 記 内 蓋 （ Ｆ ２ ） 及 び 外 蓋 （ Ｆ １ ） は 、

　 そ れ ぞ れ 折 り 線 （ ｐ ） の 延 長 上 に 板 面 長 手 方 向 に 延 び た 折 り 線 （ ｘ ２ 、 ｘ ２ 、 ｘ １ 、 ｘ

１ ） を 介 し て 隣 り 合 う 蓋 接 続 片 （ Ｊ ２ ， Ｊ ２ 、 Ｊ １ 、 Ｊ １ ） と 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴

と す る 包 装 容 器 の 板 材 （ ｂ １ ） 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 抑 え 板 （ １ ９ ） は 、 基 部 （ １ ９ ａ ） と そ の 基 部 に ミ シ ン 目 （ ｒ １ ） を 介 し て 接 続 さ

れ た 本 体 （ １ ９ ｂ ） と を 有 し 、

　 　 　 前 記 本 体 （ １ ９ ｂ ） は 、 そ の 長 手 方 向 奥 側 端 に 接 続 補 助 板 （ １ ８ ） に 沿 っ て 切 欠 （
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ｄ １ ） が 形 成 さ れ 、

　 　 　 前 記 基 部 （ １ ９ ａ ） は 、 そ の 長 手 方 向 装 入 側 か ら 奥 側 に 向 か っ て そ の 幅 が 前 記 切 欠

（ ｄ １ ） に 至 る ま で 直 線 的 に 狭 く な る よ う に ミ シ ン 目 （ ｒ １ ） が 形 成 さ れ た 包 装 容 器 の 板

材 （ ｂ １ ） 。

【 請 求 項 ８ 】

　 前 記 抑 え 板 （ ２ ０ ） は 、 基 部 （ ２ ０ ａ ） と そ の 基 部 に ミ シ ン 目 （ ｒ ２ ） を 介 し て 接 続 さ

れ た 本 体 （ ２ ０ ｂ ） と を 有 し 、 そ の 幅 方 向 端 か ら 接 続 補 助 板 （ ２ ８ ） に 向 か っ て 切 欠 （ ｄ

２ ） が 形 成 さ れ 、

　 　 　 前 記 基 部 （ ２ ０ ａ ） は 、 そ の 長 手 方 向 装 入 側 か ら 奥 側 に 向 か っ て そ の 切 欠 （ ｄ ２ ）

の 先 端 付 近 か ら 接 続 補 助 板 （ ２ ８ ） の ミ シ ン 目 （ ｑ ２ ） に 至 る ま で そ の 幅 が 狭 く な る よ う

に ミ シ ン 目 （ ｒ ２ ） が 形 成 さ れ 、

　 　 　 前 記 本 体 （ ２ ０ ｂ ） は 、 そ の 長 手 方 向 奥 側 に 向 か っ て そ の 長 手 方 向 端 か ら そ の 中 央

部 ま で そ の 幅 方 向 中 央 部 に 折 り 線 （ ｔ ） が 設 け ら れ て い る 包 装 容 器 の 板 材 （ ｂ ２ ） 。

【 請 求 項 ９ 】

　 請 求 項 ６ か ら ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 板 材 （ ｂ １ ； ｂ ２ ） を 各 折 り 線 で 折 り 曲 げ 、 所

要 個 所 を 貼 り 付 け て 組 立 て て な る 包 装 容 器 （ Ｂ １ ； Ｂ ２ ） 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 包 装 容 器 お よ び そ れ を 一 枚 の 板 材 の 要 所 の 折 曲 げ と 貼 着 け に よ り 組 み 立 て ら

れ る 包 装 容 器 用 板 材 に 関 し 、 詳 し く は 、 被 包 装 物 の 形 状 が 筒 状 で あ る 物 品 を 包 装 す る の に

好 適 な 紙 製 包 装 容 器 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 か ら 被 包 装 物 の 形 状 が 筒 状 で あ る 物 品 （ 例 え ば ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ な ど ） を 包 装 す

る 包 装 容 器 と し て 、 例 え ば 特 許 文 献 １ 及 び 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ る よ う な 紙 製 容 器 が 知 ら

れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ １ ７ ２ ５ ４ ４ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 公 開 特 許 公 報 第 ２ ０ ２ ０ － １ ２ ８ ２ ４ ２ 号

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 紙 製 容 器 （ １ ） は 四 角 筒 状 で あ り 、 容 器 の 端 部 に 蓋 部 （ ４ ） を

備 え て い る 。 そ し て 、 一 枚 の 紙 製 板 材 の 要 所 の 折 曲 げ と 貼 着 け に よ り 組 み 立 て ら れ る 。 四

角 筒 状 で あ る た め 、 多 数 個 を 積 み 重 ね て も 安 定 し て 積 む こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ た 紙 製 容 器 （ Ａ ） は 四 角 筒 状 で あ り 、 容 器 の 端 部 に 蓋 部 （ ４ ） を

備 え て い る 。 そ し て 、 一 枚 の 紙 製 板 材 の 要 所 の 折 曲 げ と 貼 着 け に よ り 組 み 立 て ら れ る 。 蓋

部 （ ４ ） は 、 包 装 容 器 の 端 部 に 撃 力 を 受 け た 場 合 に こ れ を 緩 和 す る た め の 突 状 部 を 設 け て

お り 、 包 装 物 の 出 し 入 れ の 際 に 人 手 に よ り 蓋 部 が 開 閉 自 在 に で き る 技 術 が 提 案 さ れ て い る

。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 近 年 は 、 人 手 に 代 わ り ロ ボ ッ ト を 用 い た 包 装 容 器 の 組 立 及 び 出 荷 ラ イ ン に よ り 、 人 手 を

介 さ ず 無 人 で 組 立 て 、 梱 包 及 び 出 荷 ま で を 行 う こ と が で き る よ う に な っ て き た 。 こ の た め

、 特 に 、 一 枚 の 板 材 か ら な る 包 装 容 器 は 、 あ ら か じ め 貼 付 け ま で 行 っ た 半 完 成 の 状 態 で 運

送 時 や 在 庫 時 に 省 ス ペ ー ス を 実 現 で き る 利 点 が あ る こ と か ら 、 こ の よ う な ロ ボ ッ ト を 用 い

た 組 立 て ラ イ ン で の 利 用 が 増 加 し て い る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 一 方 、 被 包 装 物 が ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ に 代 表 さ れ る 概 ね 先 細 の 軸 形 状 を 有 す る 被 包 装 物
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で あ っ て そ の 断 面 の 大 き さ に 変 動 が あ る よ う な 場 合 は 、 運 搬 中 に 包 装 容 器 の 内 部 で 被 包 装

物 に 過 度 の 加 速 度 が か か ら な い よ う に 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 の 内 袋 に 包 ん で 梱 包 さ れ る こ と が

多 か っ た 。

　 こ の よ う な 内 袋 が あ る と 、 軸 形 状 の 被 包 装 物 の 長 手 方 向 に 沿 っ た 断 面 の 大 き さ に 多 少 の

変 動 が あ っ て も 、 内 袋 が 緩 衝 材 と な っ て 被 包 装 物 の 動 き が 制 限 さ れ 、 運 搬 の 際 に が た つ き

を 生 ず る こ と を 防 止 で き 、 不 要 な 過 度 の 加 速 度 が 被 包 装 物 に 加 わ る こ と を 防 止 す る こ と が

で き た 。 こ の た め 、 た と え ば 、 ブ ラ ッ ク （ 黒 色 ） の ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ と カ ラ ー （ マ ゼ ン

タ 、 イ エ ロ ー 、 ブ ル ー ） の ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ な ど の よ う に 、 ト ナ ー の 種 類 に よ っ て 外 径

が 少 々 異 な る も の で あ っ て も 、 一 種 類 の 共 通 の 包 装 容 器 を 使 用 す る こ と が 可 能 で あ っ た 。

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 し か し な が ら 、 こ の よ う な プ ラ ス チ ッ ク 製 の 内 袋 の 使 用 は 、 プ ラ ス チ ッ ク が 化 石 燃 料 で

あ る 石 油 を 原 料 と し て 製 造 さ れ る た め 石 油 の 使 用 を 促 し 結 果 と し て Ｃ Ｏ 2 の 排 出 を 促 す こ

と に つ な が り か ね ず 、 ま た 、 自 然 環 境 の 中 で プ ラ ス チ ッ ク は 分 解 が さ れ づ ら い こ と か ら 、

野 生 動 物 が え さ と 間 違 え て 摂 取 す る な ど 生 態 系 に も 悪 影 響 が あ る こ と が わ か っ て き た 。 こ

の た め 、 近 年 要 請 さ れ る SD Gｓ （ Sustainable Development Goals） の 考 え 方 に 沿 わ な い

こ と か ら 、 こ の よ う な プ ラ ス チ ッ ク 製 の 内 袋 の 使 用 は 控 え る こ と が 世 界 的 に 要 請 さ れ る よ

う に な っ て き た 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 そ こ で 、 本 発 明 の 課 題 は 、 こ の よ う な 概 ね 先 細 の 軸 形 状 を 有 す る 被 包 装 物 を 収 納 す る 四

角 筒 状 の 包 装 容 器 に 対 し て 、 従 来 の プ ラ ス チ ッ ク 製 の 内 袋 を 代 替 す る 簡 易 な 係 止 構 造 を 備

え た 包 装 容 器 を 提 供 す る こ と で あ る 。 蓋 部 が 人 手 若 し く は ロ ボ ッ ト に よ り 開 閉 自 在 に で き

る こ と を 維 持 し な が ら 、 概 ね 先 細 の 軸 形 状 を 有 す る 被 包 装 物 を 包 装 容 器 内 で が た つ か な い

よ う に 係 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 ま た 、 別 な 課 題 は 、 こ の よ う な 係 止 構 造 を 備 え た 包 装 容 器 を 折 り 曲 げ と 貼 り 付 け の み に

よ り 作 成 す る た め の 板 材 を 提 供 す る こ と で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 以 上 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 以 下 の 特 徴 を 有 す る 手 段 を 提 供 す る 。

（ 第 １ の 手 段 ）

　 そ の 内 部 に 被 包 装 物 品 を 収 容 す る た め に 四 つ の 側 面 板 で 構 成 さ れ る 四 角 筒 状 の 胴 部 と 、

こ の 胴 部 の 開 口 を 閉 止 す る 蓋 部 と 、 を 備 え た 包 装 容 器 で あ っ て 、

　 前 記 胴 部 は 、 被 包 装 物 品 が 胴 部 と の 間 の す き ま で が た が 生 じ な い よ う に 被 包 装 物 品 と 接

す る 抑 え 板 を そ の 内 部 に 備 え 、

　 前 記 抑 え 板 は 、 前 記 胴 部 の 長 手 方 向 装 入 側 か ら 奥 側 に 向 け て 前 記 胴 部 の 幅 方 向 断 面 を 狭

め る よ う に 片 持 ち の 状 態 で 前 記 胴 部 の 内 部 に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。

　 こ れ に よ り 、 先 細 の 軸 形 状 を 有 す る 被 包 装 物 を 包 装 容 器 内 で が た つ か な い よ う に 抑 え 板

で 係 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

（ 第 ２ の 手 段 ）

　 ま た 、 前 記 抑 え 板 は 、 前 記 側 面 板 と 接 し て 配 置 さ れ る 基 部 と こ の 基 部 か ら ミ シ ン 目 を 介

し て 延 び て 立 ち 上 が る 本 体 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。

　 こ れ に よ り 、 被 包 装 物 の 具 体 的 な 形 状 に 応 じ て ミ シ ン 目 の 位 置 を 変 え る こ と に よ り 、 胴

部 の 断 面 方 向 の 任 意 の 位 置 に 抑 え 板 を 設 け る こ と が で き 、 被 包 装 物 を 効 果 的 に 係 止 す る こ

と が で き る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

（ 第 ３ の 手 段 ）

　 ま た 、 前 記 抑 え 板 は 、 長 手 方 向 奥 側 端 か ら 接 続 補 助 板 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 切 欠 を 有 し 、

10

20

30

40

50



(5) JP  2023-130272  A   2023.9.20

前 記 切 欠 は 、 そ の 長 手 方 向 装 入 側 で ミ シ ン 目 に 接 続 す る こ と が 好 ま し い 。

　 こ れ に よ り 、 抑 え 板 は 被 包 装 物 の 収 納 の 際 に そ の 先 端 部 が 当 た る と 被 包 装 物 に 沿 っ て 曲

が り や す く な り 緊 密 に 被 包 装 物 を 抑 え る こ と が で き 、 被 包 装 物 を 効 果 的 に 係 止 す る こ と が

で き る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

（ 第 ４ の 手 段 ）

　 ま た 、 前 記 抑 え 板 は 、 幅 方 向 端 か ら 接 続 補 助 板 に 向 か っ て 形 成 さ れ た 切 欠 を 有 し 、 そ の

幅 方 向 接 続 補 助 板 側 で ミ シ ン 目 に 接 続 す る こ と が 好 ま し い 。

　 こ れ に よ り 、 被 包 装 物 の 具 体 的 な 形 状 に 応 じ て ミ シ ン 目 の 位 置 を 変 え る こ と に よ り 、 胴

部 の 長 手 方 向 の 任 意 の 位 置 に 抑 え 板 を 設 け る こ と が で き 、 被 包 装 物 を 効 果 的 に 係 止 す る こ

と が で き る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

（ 第 ５ の 手 段 ）

　 ま た 、 前 記 本 体 は 、 そ の ほ ぼ 中 央 に 長 手 方 向 に 沿 っ て 折 り 線 が 設 け ら れ て い る こ と が 望

ま し い 。

　 こ れ に よ り 、 被 包 装 物 の 先 端 部 が 当 た る 箇 所 で 抑 え 板 が 折 り 線 で 折 曲 が る こ と が で き 、

さ ら に 緊 密 に 被 包 装 物 を 抑 え る こ と が で き 、 被 包 装 物 を よ り 効 果 的 に 係 止 す る こ と が で き

る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

（ 第 ６ の 手 段 ）

　 一 枚 紙 か ら な る 包 装 容 器 の 板 材 で あ っ て 、

　 前 記 板 材 は 、 折 り 線 を 介 し て 幅 方 向 に 連 続 す る 第 １ 側 面 板 、 第 ２ 側 面 板 、 第 ３ 側 面 板 、

第 ４ 側 面 板 、 接 続 補 助 板 及 び ミ シ ン 目 線 を 介 し て 接 続 補 助 板 と 連 続 す る 抑 え 板 を 備 え 、

　 前 記 第 １ 側 面 板 と 前 記 第 ３ 側 面 板 は 、

そ の 端 部 に 板 面 長 手 方 向 に 台 形 状 に 伸 び た 突 状 部 を 有 し 、 前 記 突 状 部 は 折 り 線 を 介 し て そ

れ ぞ れ 蓋 接 続 片 と 接 続 さ れ 、

　 前 記 接 続 補 助 板 は 、 そ の 端 部 に 板 面 長 手 方 向 に 伸 び た 突 状 部 を 有 し 、 前 記 突 状 部 は 折 り

線 を 介 し て 蓋 接 続 片 と 接 続 さ れ 、

　 前 記 第 ２ 側 面 板 は 、 そ の 端 部 に 折 り 線 を 介 し て 延 び た 内 蓋 を 有 し 、

　 前 記 第 ４ 側 面 板 は 、 そ の 端 部 に 折 り 線 を 介 し て 延 び た 外 蓋 を 有 し 、

　 前 記 内 蓋 及 び 外 蓋 は 、 そ れ ぞ れ 折 り 線 の 延 長 上 に 板 面 長 手 方 向 に 延 び た 折 り 線 を 介 し て

隣 り 合 う 蓋 接 続 片 と 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。

　 こ れ に よ り 、 １ 枚 の 板 材 を も と に 折 り 曲 げ と 貼 り 付 け に よ り 被 包 装 物 を そ の 内 部 で 係 止

で き る 包 装 容 器 を 形 成 す る こ と が で き る 包 装 容 器 の 板 材 を 提 供 で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

（ 第 ７ の 手 段 ）

　 ま た 、 前 記 抑 え 板 は 、 基 部 と 前 記 基 部 に ミ シ ン 目 を 介 し て 接 続 さ れ た 本 体 と を 有 し 、 前

記 本 体 は 、 そ の 長 手 方 向 奥 側 端 に 接 続 補 助 板 に 沿 っ て 切 欠 が 形 成 さ れ 、 前 記 基 部 は 、 そ の

長 手 方 向 装 入 側 か ら 奥 側 に 向 か っ て そ の 幅 が 前 記 切 欠 に 至 る ま で 狭 く な る よ う に ミ シ ン 目

が 形 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。

　 こ れ に よ り 、 胴 部 断 面 方 向 の 任 意 の 位 置 に 抑 え 板 を 有 す る 包 装 容 器 の 板 材 を 提 供 で き る

。

【 ０ ０ １ ８ 】

（ 第 ８ の 手 段 ）

　 ま た 、 前 記 抑 え 板 は 、 基 部 と そ の 基 部 に ミ シ ン 目 を 介 し て 接 続 さ れ た 本 体 と を 有 し 、 そ

の 幅 方 向 端 か ら 接 続 補 助 板 に 向 か っ て 切 欠 が 形 成 さ れ 、 前 記 基 部 は 、 そ の 長 手 方 向 装 入 側

か ら 奥 側 に 向 か っ て そ の 切 欠 の 先 端 付 近 か ら 接 続 補 助 板 の ミ シ ン 目 に 至 る ま で そ の 幅 が 狭

く な る よ う に ミ シ ン 目 が 形 成 さ れ 、 前 記 本 体 は 、 そ の 長 手 方 向 奥 側 に 向 か っ て そ の 長 手 方

向 端 か ら そ の 中 央 部 ま で そ の 幅 方 向 中 央 部 に 折 り 線 が 設 け ら れ て い る こ と が 好 ま し い 。

　 こ れ に よ り 、 胴 部 長 手 方 向 の 任 意 の 位 置 に 抑 え 板 を 有 す る 包 装 容 器 の 板 材 を 提 供 で き る
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。

【 ０ ０ １ ９ 】

（ 第 ９ の 手 段 ）

　 前 記 記 載 の 板 材 を 各 折 り 線 で 折 り 曲 げ 、 所 要 個 所 を 貼 り 付 け て 組 立 て て な る 包 装 容 器 。

　 こ れ に よ り 、 １ 枚 の 板 材 か ら 被 包 装 物 を 係 止 す る こ と が で き る 包 装 容 器 を 製 造 す る こ と

が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 本 発 明 に 係 る 包 装 容 器 は 以 上 説 明 し た よ う に 構 成 し た の で 、 包 装 容 器 内 で が た つ か な い

よ う に 係 止 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ １ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 包 装 容 器 の 第 １ の 実 施 形 態 の 展 開 平 面 図 で あ る 。 ま た 、 本 発 明 の 包 装 容

器 用 板 材 の 第 １ の 実 施 形 態 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 包 装 容 器 の 第 ２ の 実 施 形 態 の 展 開 平 面 図 で あ る 。 ま た 、 本 発 明 の 包 装 容

器 用 板 材 の 第 ２ の 実 施 形 態 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 の 包 装 容 器 の 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 形 態 の 概 略 側 面 図 （ 紙 面 上 側 の 図 ） と 概

略 正 面 図 （ 紙 面 下 側 の 図 ） で あ る 。

【 図 ４ 】 本 発 明 の 包 装 容 器 の 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 形 態 の 概 略 平 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 本 発 明 の 包 装 容 器 の 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 形 態 の 端 部 の 斜 視 図 で あ る （ 端 部 閉 止 状

態 ） 。

【 図 ６ 】 本 発 明 の 包 装 容 器 の 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 形 態 の 端 部 の 斜 視 図 で あ る （ 端 部 半 閉 止

状 態 ） 。

【 図 ７ 】 本 発 明 の 包 装 容 器 の 第 ２ の 実 施 形 態 の 装 入 側 Ａ － Ａ 視 の 断 面 図 で あ る （ 未 収 納 ）

。

【 図 ８ 】 本 発 明 の 包 装 容 器 の 第 １ の 実 施 形 態 の 未 収 納 時 の 奥 側 Ｂ － Ｂ 視 の 断 面 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 本 発 明 の 包 装 容 器 の 第 １ の 実 施 形 態 の 収 納 時 の 奥 側 Ｂ － Ｂ 視 の 断 面 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 包 装 容 器 の 第 ２ の 実 施 形 態 の 装 入 側 Ａ － Ａ 視 の 断 面 図 で あ る （ 未 収 納

） 。

【 図 １ １ 】 本 発 明 の 包 装 容 器 の 第 ２ の 実 施 形 態 の 収 納 時 の 奥 側 Ｂ － Ｂ 視 の 断 面 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 包 装 容 器 お よ び 包 装 容 器 用 板 材 の 実 施 形 態 の 一 例 を 、 図 １ ～ 図 １ １

を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。

　 な お 、 板 紙 に つ い て は 、 図 １ 、 図 ２ に 記 し た よ う に 、 板 紙 （ 側 面 板 ） の 並 ぶ 方 向 を 幅 方

向 （ 紙 面 の 左 右 方 向 ） と し 、 こ れ と 直 角 方 向 を 長 手 方 向 （ 紙 面 の 上 下 方 向 ） と し て 説 明 す

る 。 ま た 、 長 手 方 向 に つ い て は 、 紙 面 の 上 側 を 「 装 入 側 」 、 紙 面 の 下 側 を 「 奥 側 」 と 表 記

す る こ と が あ る 。 「 装 入 側 」 と は 、 被 収 納 物 を 包 装 容 器 の 胴 部 に 装 入 す る 側 で あ り 、 「 奥

側 」 と は 、 装 入 さ れ た 被 収 納 物 か ら み て 胴 部 の 奥 の 側 を い う も の で あ る 。

　 ま た 、 包 装 容 器 に つ い て は 、 図 ３ 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 板 紙 と 同 様 、 幅 方 向 と 長 手 方 向

を 規 定 し て 説 明 す る 。

　 加 え て 、 板 紙 に お い て は 、 各 側 面 板 に つ い て 、 第 １ 側 面 板 、 第 ２ 側 面 板 、 第 ３ 側 面 板 、

第 ４ 側 面 板 な ど と 規 定 し て 説 明 す る が 、 上 下 左 右 に つ い て は 各 側 面 板 を 区 別 す る 便 宜 上 の

も の で あ り 、 こ れ に 限 る も の で は な い 。

　 さ ら に 、 本 発 明 の 包 装 容 器 Ｂ １ 、 Ｂ ２ は 、 そ れ ぞ れ 実 施 形 態 １ 、 ２ に 対 応 し て お り 、 さ

ら に そ れ ぞ れ 対 応 す る 板 紙 ｂ １ 、 ｂ ２ か ら 作 ら れ る も の で あ る 。 こ の た め 、 共 通 す る 部 材

は 同 じ 番 号 を 振 っ て い る 。 そ し て 、 こ れ は 包 装 容 器 Ｂ １ 、 Ｂ ２ の 間 及 び 板 紙 ｂ １ 、 ｂ ２

の 間 で も 同 様 で あ る 。

【 実 施 例 １ 】

【 ０ ０ ２ ３ 】
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（ 概 要 ）

　 本 例 の 包 装 容 器 Ｂ １ は 、 図 ５ の 端 部 斜 視 図 （ 閉 止 状 態 ） 、 図 ６ の 端 部 斜 視 図 （ 半 閉 止 状

態 ） 、 図 ３ の 概 略 側 面 図 及 び 概 略 正 面 図 、 並 び に 図 ４ の 概 略 平 面 図 に 示 す よ う に 、 四 つ の

側 面 板 １ ４ 、 １ ５ 、 １ ６ 、 １ ７ か ら な る 四 角 筒 状 の 胴 部 １ と 、 こ の 胴 部 １ の 前 後 の 開 口 ２

を そ れ ぞ れ 開 閉 自 在 に 閉 止 す る 蓋 部 ４ 、 ４ と を 備 え る 。 図 ３ 、 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す よ う に

、 便 宜 上 、 外 蓋 Ｆ １ と こ れ に 接 続 す る 蓋 接 続 片 Ｊ １ 、 Ｊ １ 及 び 内 蓋 Ｆ ２ と こ れ に 接 続 す る

蓋 接 続 片 Ｊ ２ 、 Ｊ ２ と を 併 せ て 、 蓋 部 ４ と い う 。

　 図 ７ は 、 本 発 明 の 包 装 容 器 Ｂ １ の 第 １ の 実 施 形 態 の 装 入 側 Ａ － Ａ 視 の 断 面 図 で あ る （ 図

３ 参 照 ） 。 図 ９ に 示 す よ う に 、 胴 部 １ は 被 包 装 物 を 収 納 す る 実 質 的 に 四 角 柱 形 状 の 空 間 と

被 包 装 物 を 収 納 し た 際 そ の 内 部 で が た つ か な い よ う に 抑 え る 抑 え 板 １ ９ を そ の 内 部 に 備 え

る よ う に 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

（ 包 装 容 器 ）

　 本 例 の 包 装 容 器 Ｂ １ の 胴 部 １ は 、 図 ７ の 断 面 図 に 示 す よ う に 、 実 際 に は 、 前 記 の よ う な

折 り 線 ｐ を 介 し て 連 続 す る ４ つ の 側 面 板 １ ４ 、 １ ５ 、 １ ６ 、 １ ７ と 、 こ の 側 面 板 １ ７ と 折

り 線 ｐ を 介 し て 連 続 す る 補 助 接 続 板 １ ８ で 構 成 さ れ る 。 補 助 側 面 板 １ ８ は 、 側 面 板 １ ４ と

重 ね ら れ て 接 着 さ れ る 際 の 糊 代 と な る と と も に 、 後 述 す る 抑 え 板 １ ９ と さ ら に ミ シ ン 目 ｑ

１ を 介 し て 連 続 し て い る 。

　 本 例 で は 、 側 面 板 １ ４ 、 １ ５ 、 １ ６ 、 １ ７ は 同 じ 幅 で あ る 。 こ の た め 、 そ の 幅 方 向 断 面

は ほ ぼ 正 方 形 を 呈 す る 。 補 助 側 面 板 １ ８ は 糊 代 で あ る こ と か ら 、 側 面 板 １ ４ 、 １ ５ 、 １ ６

、 １ ７ よ り も 幅 が 狭 い 。 ま た 、 端 部 の 突 状 部 １ ８ ｐ は 、 他 の 突 状 部 １ ４ ｐ 、 １ ６ ｐ の 台 形

形 状 の 対 応 す る 一 部 の 形 状 と な っ て い る 。

　 図 ５ 、 図 １ に 示 す よ う に 、 胴 部 １ は 、 一 組 の 対 向 す る 側 面 板 １ ４ 、 １ ６ の 端 部 ３ に 実 質

的 に ４ ５ 度 の 立 ち 上 が り 角 度 で 立 ち 上 が っ て 先 細 の 台 形 状 に 延 び る 突 状 部 １ ４ ｐ 、 １ ６ ｐ

を そ れ ぞ れ 有 し て い る 。 そ し て 、 図 ６ 、 図 １ に 示 す よ う に 、 蓋 部 ４ は 、 胴 部 １ の 他 の 一 組

の 対 向 す る 側 面 板 １ ５ 、 １ ７ の 端 部 ３ に そ れ ぞ れ 外 蓋 Ｆ １ 及 び 内 蓋 Ｆ ２ を 有 す る 。 本 例 で

は 、 胴 部 １ の 両 端 に 開 閉 で き る 蓋 部 ４ を 設 け て い る が 、 一 端 の み と す る こ と も で き る 。

　 図 ６ 、 図 １ に 示 す よ う に 、 外 蓋 Ｆ １ は 、 隣 り 合 う ２ つ の 突 状 部 １ ８ ｐ 、 １ ６ ｐ と 山 折 り

線 ｙ １ 、 ｙ １ を 介 し て 蓋 接 続 片 Ｊ １ 、 Ｊ １ と 連 続 し 、 内 蓋 Ｆ ２ は 、 隣 り 合 う ２ つ の 突 状 部

１ ６ ｐ 、 １ ４ ｐ と 山 折 り 線 ｙ ２ 、 ｙ ２ を 介 し て 蓋 接 続 片 Ｊ ２ 、 Ｊ ２ と 連 続 す る 。

　 蓋 接 続 片 Ｊ １ 、 Ｊ ２ は 、 突 状 部 １ ４ ｐ 、 １ ６ ｐ 、 １ ８ ｐ の 台 形 の 脚 部 に 接 続 さ れ て い る

。 後 述 す る よ う に 、 蓋 部 ４ の 開 閉 時 に は 、 蓋 接 続 片 Ｊ １ ， Ｊ ２ が そ れ ぞ れ 山 折 り 線 ｙ １ 、

ｙ ２ と 谷 折 り 線 ｘ １ 、 ｘ ２ と な り こ こ で 折 れ 曲 が る こ と に よ り 開 閉 す る 。 こ の た め 、 図 ５

、 図 ６ に 示 す よ う に 、 内 蓋 Ｆ ２ の 蓋 接 続 片 Ｊ ２ は 、 外 蓋 Ｆ １ の 内 側 に 入 る た め 、 蓋 閉 止 時

の 過 剰 な 干 渉 を 避 け て 、 台 形 形 状 よ り 小 振 り の 二 等 辺 三 角 形 形 状 と し て い る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

（ 抑 え 板 ）

　 図 ７ は 、 包 装 容 器 Ｂ １ の 装 入 側 か ら 見 た Ａ － Ａ 視 の 断 面 図 で あ る 。 図 ８ は 同 じ く 包 装 容

器 Ｂ １ の 奥 側 か ら 見 た Ｂ － Ｂ 視 の 断 面 図 で あ る 。 図 ７ 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 抑 え 板 １ ９ は

、 基 部 １ ９ ａ と 本 体 １ ９ ｂ で 構 成 さ れ 、 胴 部 １ の 内 部 に 設 け ら れ て い る 。

　 図 ７ 、 図 ８ 、 図 １ に 示 す よ う に 、 接 続 補 助 板 １ ８ が 糊 代 と し て 側 面 板 １ ４ の 内 側 に 接 し

て お り 、 接 着 に よ っ て 固 定 さ れ て い る 。 基 部 １ ９ ａ は ミ シ ン 目 ｑ １ で 接 続 補 助 板 １ ８ か ら

折 り 曲 げ ら れ て 接 続 補 助 板 １ ８ と 接 す る よ う に 折 り た た ま れ て お り 、 接 着 に よ っ て 接 続 補

助 板 １ ８ に 固 定 さ れ て い る 。 本 体 １ ９ ｂ は 、 ミ シ ン 目 ｒ １ で 基 部 １ ９ ａ に 接 続 さ れ て い る

。

　 そ し て 、 基 部 １ ９ ａ の 断 面 方 向 の 幅 は 長 手 方 向 装 入 側 端 部 で は 接 続 補 助 板 １ ８ と ほ ぼ 同

じ か や や 狭 く 形 成 さ れ て お り 、 長 手 方 向 奥 側 に 向 か っ て 直 線 的 に 狭 く な る よ う に 形 成 さ れ

て い る 。 こ の た め 、 後 述 の よ う に 、 基 部 １ ９ ｂ に よ っ て 、 装 入 側 で は 胴 部 ３ の 断 面 積 が 広

く 、 奥 側 に 行 く に し た が っ て 連 続 的 に 狭 く な る の で 、 基 部 １ ９ ｂ は ガ イ ド の 役 割 を 果 た し

、 基 部 １ ９ ｂ に 沿 っ て 被 包 装 物 Ｄ １ を 胴 部 ３ に 入 れ や す い 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】

（ 切 欠 ）

　 切 欠 ｄ １ が 基 部 １ ９ ａ の 長 手 方 向 奥 側 に 形 成 さ れ 、 基 部 １ ９ ａ と 本 体 １ ９ ｂ を 画 す る ミ

シ ン 目 ｒ １ が こ の 切 欠 ｄ １ の 底 部 に 接 続 し て い る 。 こ の た め 、 本 体 １ ９ ｂ は 、 図 ７ 、 図 ８

に 示 す よ う に 、 側 面 板 １ ７ に 沿 う よ う に 立 ち 上 が り 、 胴 部 １ の 長 手 方 向 装 入 側 か ら 奥 側 に

向 け て 胴 部 １ の 幅 方 向 断 面 を 狭 め る よ う に ミ シ ン 目 ｒ １ か ら 片 持 ち の 状 態 で 胴 部 ３ の 内 部

に 立 ち 上 が っ て い る 。 す な わ ち 、 基 部 １ ９ ｂ は 、 胴 部 ３ の 被 包 装 物 Ｄ １ が 収 納 さ れ る 胴 部

３ の 内 部 に お い て そ の 断 面 積 を 狭 く し て い る 。

　 図 ９ に 示 す よ う に 、 切 欠 ｄ １ が あ る た め 、 切 欠 ｄ １ よ り 奥 側 に 位 置 す る 本 体 １ ９ ｂ の 部

分 は 、 接 続 補 助 板 １ ８ に 拘 束 さ れ な い た め 、 被 包 装 物 Ｄ １ が 装 入 さ れ た 際 に 、 被 包 装 物 に

沿 っ て 曲 が る こ と が で き 、 被 包 装 物 Ｄ １ と 密 着 す る こ と が で き る 。 特 に 、 段 ボ ー ル 紙 製 の

板 材 を 用 い る 場 合 は 、 可 撓 性 が 得 ら れ や す く 好 適 で あ る 。

　 ま た 、 上 述 の 切 欠 ｄ １ よ り 奥 側 に 位 置 す る 本 体 １ ９ ｂ の 部 分 は 、 そ の 長 手 方 向 奥 側 か ら

ほ ぼ 中 央 部 ま で 幅 方 向 中 央 部 に 折 り 線 を 設 け て も よ い （ 不 図 示 ） 。 こ の 折 り 線 が あ る と 、

こ の 個 所 で 折 れ 曲 が り や す い た め 、 被 包 装 物 の サ イ ズ が 代 わ っ て も よ り 大 き い 調 整 幅 で 被

包 装 物 と 密 着 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

（ 板 材 ）

　 本 例 の 包 装 容 器 Ｂ １ は 、 １ 枚 の 板 材 ｂ １ を 材 料 と し て 、 こ れ を 折 り 曲 げ 及 び 貼 り 付 け を

す る こ と に よ り 、 製 造 す る こ と が で き る 。

　 図 １ に 、 本 例 の 板 材 の 展 開 図 （ 平 面 図 ） を 示 す 。 紙 面 で 示 す 側 が 組 み 立 て た 際 に 包 装 容

器 の 内 側 に な る 。

　 こ の 板 材 ｂ １ は 、 折 り 線 ｐ を 介 し て ほ ぼ 等 間 隔 幅 を も っ て 幅 方 向 に 連 続 す る そ れ ぞ れ の

側 面 板 、 す な わ ち 、 第 １ 側 面 板 １ ４ 、 第 ２ 側 面 板 １ ５ 、 第 ３ 側 面 板 １ ６ 、 第 ４ 側 面 板 １ ７

を 有 す る と と も に 、 幅 方 向 一 端 部 （ 左 端 部 ） に 位 置 す る 第 ４ 側 面 板 １ ７ の 端 縁 に 、 折 り 線

ｐ を 介 し て 接 続 補 助 板 １ ８ が 連 続 し 、 さ ら に ミ シ ン 目 線 ｑ １ を 介 し て 抑 え 板 １ ９ が 連 続 す

る よ う に 設 け ら れ て い る 。

　 後 述 の よ う に 、 胴 部 １ は 、 こ の 板 材 ｂ １ を 各 折 り 線 ｐ で 折 り 曲 げ て 、 接 続 補 助 板 １ ８ を

第 １ 側 面 板 １ ４ に 貼 り 付 け て 、 形 成 す る こ と が で き る 。 図 ３ 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 こ の よ

う に し て 形 成 さ れ た 胴 部 １ の 両 端 は 蓋 部 ４ 、 ４ を 形 成 す る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

（ 板 材 の 素 材 ）

　 本 例 は 、 紙 製 の 板 材 を 用 い て い る 。 具 体 的 に は 、 厚 さ が ２ ｍ ｍ の ラ イ ナ に 挟 ま れ た 中 芯

を 有 す る 三 層 構 造 の 段 ボ ー ル 紙 で あ る 。 板 材 ｂ １ は 、 紙 製 に 限 る も の で は な く 、 樹 脂 な ど

で 補 強 さ れ て い て も よ い 。 少 な く と も 、 折 り 曲 げ と 貼 り 付 け ・ 接 着 の 手 段 を 用 い て 包 装 容

器 を 組 み 立 て る こ と が で き る よ う な 可 撓 性 と 強 度 を 備 え る 板 材 で あ る こ と が 好 ま し い

【 ０ ０ ２ ９ 】

（ 板 材 の 製 法 ）

　 こ の 板 材 ｂ １ は 、 抜 き 型 を 用 い て 段 ボ ー ル 紙 を 打 ち 抜 く こ と に よ り 得 る こ と が で き る 。

周 知 の 打 ち 抜 き 機 を 用 い て 、 打 ち 抜 く 際 に 、 折 り 線 （ 罫 線 と も い う 。 ） も 併 せ て 加 工 す る

こ と が で き る 。 必 要 に 応 じ 、 折 り 線 を 加 工 す る 際 、 面 掘 り 加 工 を 加 え て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

（ 板 材 ： 第 １ 側 面 板 及 び 第 ３ 側 面 板 並 び に 接 続 補 助 板 ）

　 図 １ に 示 す よ う に 、 第 １ 側 面 板 １ ４ と 第 ３ 側 面 板 １ ６ は 、 胴 部 １ を 構 成 す る 際 に 向 か い

合 う 一 組 の 側 面 板 で 、 そ の 長 手 方 向 端 Ｅ （ 仮 想 線 ） の 延 長 線 上 か ら ほ ぼ 等 脚 台 形 形 状 の 突

状 部 １ ４ ｐ 、 １ ６ ｐ が 延 び て い る 。

　 接 続 補 助 板 １ ８ は 、 胴 部 １ を 構 成 す る 側 面 板 で 、 第 １ 側 面 板 １ ４ と 接 し 糊 代 と な る 板 で

あ る 。 こ の た め 、 突 状 部 １ ８ ｐ は 、 接 続 補 助 板 １ ８ の 長 手 方 向 端 Ｅ の 延 長 線 上 か ら 等 脚 台

形 形 状 の 一 部 が 延 び て 形 成 さ れ て い る が 、 上 底 に 達 し た と こ ろ で 切 れ 落 ち て い る 。 蓋 閉 止

時 の 過 剰 な 干 渉 を 避 け て 、 蓋 部 ４ の 開 閉 を し や す く す る た め で あ る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】

　 前 述 の よ う に 、 便 宜 上 、 外 蓋 Ｆ １ と こ れ に 接 続 す る 外 蓋 接 続 片 Ｊ １ 、 Ｊ １ 及 び 内 蓋 Ｆ ２

と こ れ に 接 続 す る 内 蓋 接 続 片 Ｊ ２ 、 Ｊ ２ と を 併 せ て 、 蓋 部 ４ と い う 。 ま た 、 図 １ に 示 す よ

う に 、 板 材 ｂ １ で は 長 手 方 向 端 Ｅ で 分 け ら れ る 胴 部 １ の 端 部 ３ と い う 場 合 も あ る 。

（ 板 材 ： 第 ２ 側 面 板 及 び 第 ４ 側 面 板 並 び に 接 続 補 助 板 ）

　 次 に 、 第 ２ 側 面 板 １ ５ と 第 ４ 側 面 板 １ ７ は 、 胴 部 １ を 構 成 す る 際 に 向 か い 合 う 他 の 一 組

の 側 面 板 で 、 そ の 長 手 方 向 端 Ｅ の 延 長 線 上 に 、 折 り 線 ｚ １ 、 ｚ ２ を 備 え 、 こ の 折 り 線 ｚ １

、 ｚ ２ を 介 し て 、 外 蓋 Ｆ １ と 内 蓋 Ｆ ２ が そ れ ぞ れ 連 続 す る よ う に 設 け ら れ て い る 。

　 こ の 長 手 方 向 端 Ｅ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 板 材 ｂ １ の 端 部 ３ と 胴 部 １ を 分 け る 仮 想 の 線

で あ り 、 図 １ の 板 紙 ｂ １ に お い て こ れ に 対 応 す る 表 示 を し て い る 。 後 述 の 外 蓋 Ｆ １ と 内 蓋

Ｆ ２ は こ の 線 上 に 設 け ら れ た 折 り 線 ｚ １ 、 ｚ ２ を 介 し て 第 ２ 側 面 板 １ ５ と 第 ４ 側 面 板 １ ７

の 両 端 に 設 け ら れ て い る 。

　 後 述 の よ う に 外 蓋 Ｆ １ 及 び 内 蓋 Ｆ ２ は 、 こ の 折 り 線 ｚ １ 、 ｚ ２ で そ れ ぞ れ 第 ２ 側 面 板 １

５ と 第 ４ 側 面 板 １ ７ に 対 し ほ ぼ 直 角 に 折 り 曲 げ ら れ て 、 開 口 ２ を 閉 止 す る よ う に 開 閉 動 作

を 行 な う 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

（ 板 材 ： 外 蓋 と 蓋 接 続 片 ）

　 外 蓋 Ｆ １ は 、 後 述 の 内 蓋 Ｆ ２ と と も に 胴 部 １ の 開 口 ２ を 閉 止 す る 。 外 蓋 Ｆ １ は 、 ち ょ う

ど 開 口 ２ を 閉 止 す る ほ ぼ 正 方 形 の 形 状 と 大 き さ を 有 す る 。

　 図 １ に 示 す よ う に 、 外 蓋 Ｆ １ の 幅 方 向 左 右 に そ れ ぞ れ 接 続 片 Ｊ １ が 折 り 線 ｘ １ を 介 し て

接 続 さ れ て い る 。 こ れ ら の 接 続 片 Ｊ １ 、 Ｊ １ は 、 さ ら に そ れ ぞ れ 第 ３ 側 面 板 １ ６ 及 び 接 続

補 助 板 １ ８ と 折 り 線 ｙ １ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。 本 例 で は 、 折 り 線 ｘ １ と 折 り 線 ｙ １ は

実 質 的 に ４ ５ 度 の 角 度 で 仮 想 線 Ｅ 上 で 交 差 す る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

（ 板 材 ： 内 蓋 と 蓋 接 続 片 ）

　 内 蓋 Ｆ ２ は 、 前 述 の 外 蓋 Ｆ １ と と も に 胴 部 １ の 開 口 ２ を 閉 止 す る 。 内 蓋 Ｆ １ は 、 ち ょ う

ど 開 口 ２ を 閉 止 す る ほ ぼ 正 方 形 の 形 状 と 大 き さ を 有 す る 。

　 図 １ に 示 す よ う に 、 内 蓋 Ｆ ２ の 幅 方 向 左 右 に そ れ ぞ れ 接 続 片 Ｊ ２ が 折 り 線 ｘ ２ を 介 し て

接 続 さ れ て い る 。 こ れ ら の 接 続 片 Ｊ ２ 、 Ｊ ２ は 、 さ ら に 第 １ 側 面 板 １ ４ 及 び 第 ３ 側 面 板 １

６ と 折 り 線 ｙ ２ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。 本 例 で は 、 折 り 線 ｘ ２ と 折 り 線 ｙ ２ は 実 質 的 に

４ ５ 度 の 角 度 で 仮 想 線 Ｅ 上 で 交 差 す る 。

（ 板 材 ： 内 蓋 の 凹 部 ）

　 後 述 の よ う に 、 内 蓋 Ｆ ２ を 開 閉 す る 際 は 、 開 口 ２ を 閉 じ て い る 内 蓋 Ｆ ２ を 指 な ど で つ

ま ん で 引 き 出 し や す く す る た め に 、 そ の 先 端 部 に 指 が は い る 大 き さ の ほ ぼ 矩 形 の 凹 部 ｄ を

有 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

（ 蓋 接 続 片 詳 細 ： 外 蓋 、 内 蓋 ）

　 図 １ に 示 す よ う に 、 外 蓋 接 続 片 Ｊ １ 、 Ｊ １ 及 び 内 蓋 接 続 片 Ｊ ２ 、 Ｊ ２ は 、 外 蓋 Ｆ １ 及 び

内 蓋 Ｆ ２ と 第 １ 側 面 板 １ ４ 、 第 ３ 側 面 板 １ ６ を そ れ ぞ れ 接 続 す る も の で 、 外 蓋 接 続 片 Ｊ １

の 形 状 は 、 ほ ぼ 第 ３ 側 面 板 １ ６ の 突 状 部 １ ６ ｐ と 同 一 で あ る 。 ま た 、 内 蓋 接 続 片 Ｊ ２ は 、

外 蓋 Ｆ １ の 内 側 に 入 る た め 、 蓋 閉 止 時 の 過 剰 な 干 渉 を 避 け て 、 等 脚 台 形 形 状 よ り 小 振 り の

二 等 辺 三 角 形 形 状 と し て い る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 包 装 容 器 Ｂ １ を 組 み 立 て て 外 蓋 Ｆ １ で 開 口 ２ を 閉 止 す る 際 は 、 接 続 片 Ｊ １ は 、 折 り 線 ｙ

１ と 折 り 線 ｚ １ が 山 折 り 線 と な り 、 折 り 線 ｘ １ が 谷 折 り 線 と な る よ う に す る と 、 外 蓋 Ｆ １

は 、 折 り 線 ｚ １ で 内 側 に 折 れ る こ と に よ り 、 接 続 片 Ｊ １ は 折 り 線 ｙ １ が 稜 線 に な る よ う に

突 状 部 １ ４ ｐ 、 １ ６ ｐ の 内 側 に 沿 っ て 折 り た た ま れ 、 開 口 ２ は 閉 止 さ れ る 。 こ の た め 、 開

口 ２ を 開 閉 自 在 に 閉 止 可 能 と す る こ と が で き る 。

　 な お 、 本 例 で は 前 後 の 開 口 ２ は 、 い ず れ も 開 閉 自 在 に 閉 止 す る こ と に し た が 、 一 方 の み

で あ っ て も 差 し 支 え な い 。 そ の 場 合 、 一 方 を 常 時 閉 止 に す る に は 、 別 途 の 構 造 と し で 糊 付
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け な ど で 固 定 し て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

（ 抑 え 板 ）

　 図 １ に 示 す よ う に 、 抑 え 板 １ ９ は 、 基 部 １ ９ ａ と 本 体 １ ９ ｂ で 構 成 さ れ て い る 。 基 部 １

９ ａ は 接 続 補 助 板 １ ８ に 折 り 線 ｐ と 平 行 な ミ シ ン 目 線 ｑ １ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。 本 体

１ ９ ｂ は 、 ミ シ ン 目 ｒ １ で 基 部 １ ９ ａ に 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 基 部 １ ９ ａ の 長 手 方 向

装 入 側 端 部 の 幅 は 接 続 補 助 板 １ ８ と ほ ぼ 同 じ か や や 狭 く 形 成 さ れ て お り 、 長 手 方 向 奥 側 に

向 か っ て 直 線 的 に 狭 く な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 そ の 奥 側 の 長 手 方 向 端 で こ の ミ

シ ン 目 ｒ １ に 接 続 す る 切 欠 ｄ １ を 有 し て い る 。

　 こ の た め 、 本 体 １ ９ ｂ は 、 組 み 立 て ら れ て 包 装 容 器 Ｂ １ に お い て 、 図 ７ に 示 す よ う に 、

側 面 板 １ ７ に 沿 う よ う に 立 ち 上 が り 、 胴 部 １ の 長 手 方 向 装 入 側 か ら 奥 側 に 向 け て 胴 部 １ の

幅 方 向 断 面 を 狭 め る よ う に 片 持 ち の 状 態 で 立 ち 上 が る こ と が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 切 欠 ｄ １ は 、 抑 え 板 １ ９ の 長 手 方 向 奥 側 端 か ら 接 続 補 助 板 １ ８ と の 境 界 で あ る 折 り 線 ｐ

に 沿 っ て ス リ ッ ト 状 に 長 手 方 向 装 入 側 に 向 け て 形 成 さ れ て い る 。

　 本 体 １ ９ ｂ の 幅 方 向 端 は 各 側 面 板 の 折 り 線 ｐ と ほ ぼ 平 行 に 奥 側 に 向 か っ て 伸 び 、 切 欠 ｄ

１ の 底 部 と ほ ぼ 同 じ 長 手 方 向 の 位 置 ｕ １ で 直 線 的 に や や 減 少 し て 長 手 方 向 端 Ｅ 上 の 位 置

ｖ １ で そ の 長 手 方 向 端 に 達 す る 。 こ の 位 置 ｖ １ か ら 切 欠 ｄ １ の 開 始 す る 点 ｗ １ ま で が 長 手

方 向 端 Ｅ の 延 長 上 で 本 体 １ ９ ｂ の 長 手 方 向 端 を 形 成 す る 。

　 本 体 １ ９ ｂ の 幅 は 切 欠 ｄ １ の 底 部 で 最 大 と な っ て い る 。 こ の 最 大 幅 は 、 各 側 面 板 の 幅 と

ほ ぼ 同 じ か や や 小 さ く す る と 、 胴 部 ３ の 内 部 に 収 ま り や す い の で 好 ま し い 。

　 な お 、 本 体 １ ９ ｂ の 切 欠 ｄ １ よ り 板 面 長 手 方 向 奥 側 に 位 置 す る 箇 所 は 、 そ の 長 手 方 向 奥

側 か ら ほ ぼ 中 央 部 ま で そ の 幅 方 向 中 央 部 に 折 り 線 ｔ を 設 け る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

（ 組 立 手 順 ）

　 次 に 、 前 述 し た 構 成 の 板 材 ｂ １ を 用 い て 、 包 装 容 器 Ｂ １ を 組 み 立 て る 手 順 を 説 明 す る 。

（ 胴 部 の 組 立 て ）

（ １ ） ま ず 、 図 １ に 示 す 板 材 ｂ １ に つ い て 、 折 り 線 ｑ １ に 沿 っ て 抑 え 板 １ ９ を 折 り 曲 げ る

と と も に 基 部 １ ９ ａ と 接 続 補 助 板 １ ８ を 接 着 な ど の 手 段 で 固 定 す る 。 本 例 の 固 定 は 、 糊 付

け 、 接 着 が 好 ま し い が 、 そ の 他 の 固 定 手 段 の 使 用 を 妨 げ る も の で は な い 。

（ ２ ） そ の 後 、 第 ４ 側 面 板 １ ７ を 折 り 曲 げ る と と も に 、 折 り 線 ｐ に 沿 っ て 第 １ 側 面 板 １ ４

を 折 り 曲 げ て 、 接 続 補 助 板 １ ８ を 糊 代 と し て 第 １ 側 面 板 １ ４ に 接 着 な ど の 手 段 で 固 定 す る

。

　 こ こ ま で で 、 板 材 ｂ １ の 糊 付 け が 終 了 し 、 包 装 容 器 と し て 半 製 品 が 完 成 す る 。 こ の 後 は

組 み 立 て を 行 え ば 包 装 容 器 と し て 完 成 す る 。 こ の 半 製 品 は 、 折 り 畳 ま れ た 状 態 で あ る た め

、 保 管 あ る い は 運 搬 の 際 に 省 ス ペ ー ス が 実 現 で き る 。

（ ３ ） 次 に 、 接 着 が 完 了 す る ま で 待 っ て 、 そ の 後 、 第 ４ 側 面 板 １ ７ と 接 続 補 助 板 １ ８ の 折

り 線 ｐ と 第 ２ 側 面 板 １ ５ と 紙 面 板 １ ６ の 折 り 線 ｐ が 山 折 れ に な る よ う に 展 開 す る と 、 正 四

角 筒 状 の 胴 部 １ を 組 み 立 て る こ と が で き 、 両 側 に 開 口 ２ を 有 す る 包 装 容 器 Ｂ １ が 完 成 す る

。

【 ０ ０ ３ ９ 】

（ 包 装 容 器 と し て の 使 用 ）

　 包 装 容 器 Ｂ １ を 使 用 す る 際 、 す な わ ち 、 被 包 装 物 を 収 納 す る 場 合 は 、 装 入 側 の 端 部 か ら

被 包 装 物 を 装 入 し 、 蓋 部 ４ を 閉 止 す れ ば よ い 。

　 図 ９ は 、 包 装 容 器 Ｂ １ に 軸 状 の 形 状 を 有 す る 被 包 装 物 Ｄ １ を 装 入 し た 際 の Ｂ － Ｂ 断 面 を

示 す 。 こ の よ う に 、 本 体 １ ９ ｂ は 被 包 装 物 Ｄ １ と 接 触 し て 撓 み 、 被 包 装 物 Ｄ １ を 係 止 す る

。 ま た 、 図 ９ は 、 被 包 装 物 Ｄ １ よ り 径 の 小 さ い 被 包 装 物 Ｄ ２ を 装 入 し た 場 合 を 想 像 線 で 示

し て い る 。 こ の 場 合 は 、 よ り 小 さ い 撓 み で 被 包 装 物 Ｄ ２ と 接 触 し て 、 被 包 装 物 Ｄ ２ を 係 止

す る 。

　 以 上 の よ う に 異 な る 径 の 被 包 装 物 に 対 し て 包 装 容 器 の 内 部 で 係 止 す る こ と が で き る 。 こ
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の よ う に し て 、 閉 止 し た 包 装 容 器 を 図 ３ 、 図 ４ に 示 す 。 ま た 、 閉 止 が 完 了 し た 端 部 の 状 態

を 図 ５ に 示 す 。 次 に 、 端 部 の 閉 止 に つ い て 、 さ ら に 説 明 す る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

（ 端 部 の 閉 止 ）

　 本 例 の 包 装 容 器 Ｂ １ の 端 部 に つ い て 、 内 蓋 Ｆ ２ を 折 り 曲 げ て 、 開 口 ２ を 閉 止 し て い く 様

子 を 、 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す 。

　 図 ６ は 、 内 蓋 Ｆ ２ を 閉 止 し た 状 態 （ 半 閉 止 状 態 ） を 示 し 、 図 ５ は 次 い で 外 蓋 Ｆ １ を 閉 止

し た 状 態 （ 全 閉 状 態 ） を 示 す 。

【 ０ ０ ４ １ 】

（ 内 蓋 の 閉 止 ）

　 内 蓋 Ｆ ２ を 閉 止 し た 端 部 の 状 態 を 図 ６ に 示 す 。 図 ６ に 示 す よ う に 、 接 続 片 Ｊ ２ の 折 り 線

ｙ ２ が 山 側 に な る よ う に し て 内 蓋 Ｆ ２ を 折 り 線 ｘ ２ が 谷 に な る よ う に 折 り た た む 。 そ う す

る と 、 内 蓋 Ｆ ２ に 加 工 さ れ た 折 り 線 ｍ ２ で 谷 折 り と な る の で 、 内 蓋 Ｆ ２ が 折 り た た み や す

く な る 。 さ ら に 押 し 込 む と 、 接 続 片 Ｊ ２ 、 Ｊ ２ は 、 隣 り 合 う 突 状 部 １ ４ ｐ 、 １ ６ ｐ に 沿 っ

て 折 り た た ま れ て 、 内 蓋 Ｆ ２ が ９ ０ 度 内 側 に 折 り 曲 っ て 開 口 ２ を 閉 止 す る 。 こ れ で 、 開 口

２ は 半 閉 止 状 態 と な る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

（ 外 蓋 の 閉 止 ）

　 外 蓋 Ｆ １ を 閉 止 し た 端 部 の 状 態 を 図 ５ に 示 す 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 接 続 片 Ｊ １ の 折 り 線

ｙ １ が 山 側 に な る よ う に し て 外 蓋 Ｆ １ を 折 り 線 ｘ １ が 谷 に な る よ う に 折 り た た む 。 そ う す

る と 、 外 蓋 Ｆ １ に 加 工 さ れ た 折 り 線 ｍ １ で 谷 折 り と な る の で 、 外 蓋 Ｆ １ が 折 り た た み や す

く な る 、 さ ら に 押 し 込 む と 、 接 続 片 Ｊ １ 、 Ｊ １ は 、 隣 り 合 う 突 状 部 １ ６ ｐ 、 １ ８ ｐ に 沿 っ

て 折 り た た ま れ て 、 外 蓋 Ｆ １ が ９ ０ 度 内 側 に 折 り 曲 っ て 内 蓋 Ｆ １ に 重 な る 。 こ れ で 、 開 口

２ は 全 閉 状 態 と な る 。

　 以 上 の よ う に し て 、 本 例 の 開 口 ２ は 内 蓋 Ｆ ２ 及 び 外 蓋 Ｆ １ に よ り 閉 止 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 な お 、 被 包 装 物 を 収 容 す る 際 に は 、 ま ず 、 胴 部 １ を 組 立 て た 後 、 被 包 装 物 を 、 開 口 ２ か

ら 装 入 し 、 被 包 装 物 が 胴 部 １ 内 に 収 容 さ れ た ら 、 内 蓋 Ｆ ２ 、 次 い で Ｆ １ を 前 述 の 手 順 で 閉

じ る と よ い 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 こ の よ う に 、 壁 接 続 片 Ｊ １ 、 Ｊ １ 、 Ｊ ２ 、 Ｊ ２ は 、 内 蓋 Ｆ ２ 、 外 蓋 Ｆ １ を 開 閉 さ せ る 際

に 、 い っ た ん 折 り 線 ｍ １ 、 ｍ ２ で 折 り た た ま れ る と と も に 、 さ ら に 蓋 を 閉 じ て い く と 、 展

開 さ せ る こ と が で き る 。 そ う す る と 、 胴 部 １ の 突 状 部 １ ４ ｐ 、 １ ６ ｐ は 、 壁 接 続 片 Ｊ １ 、

Ｊ １ 、 Ｊ ２ 、 Ｊ ２ が 互 い に 重 な る こ と が で き る た め 、 突 状 部 １ ４ ｐ 、 １ ６ ｐ の 補 強 を す る

こ と が で き る 。

　 加 え て 、 輸 送 す る 際 や 移 動 さ せ る 際 に 蓋 部 ４ に 撃 力 な ど の 外 力 が 加 わ っ て も 変 形 し に く

く な り 、 そ の 内 部 の 被 包 装 物 に 対 し て 緩 衝 作 用 を 果 た す こ と が で き る 。 し た が っ て 、 こ の

よ う な 形 状 の 蓋 部 ４ に よ り 従 来 よ り 安 全 に 被 包 装 物 を 保 管 、 輸 送 す る こ と が で き る 。

【 実 施 例 ２ 】

【 ０ ０ ４ ５ 】

（ 概 要 ）

　 本 例 の 包 装 容 器 Ｂ ２ は 、 図 ５ の 端 部 斜 視 図 （ 閉 止 状 態 ） 、 図 ６ の 端 部 斜 視 図 （ 半 閉 止 状

態 ） 、 図 ３ の 側 面 図 及 び 正 面 図 、 並 び に 図 ４ の 平 面 図 に 示 す よ う に 、 四 つ の 側 面 板 １ ４ 、

１ ５ 、 １ ６ 、 １ ７ か ら な る 四 角 筒 状 の 胴 部 １ と 、 こ の 胴 部 １ の 前 後 の 開 口 ２ を そ れ ぞ れ 開

閉 自 在 に 閉 止 す る 蓋 部 ４ 、 ４ と を 備 え る 。 図 ３ 、 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す よ う に 、 便 宜 上 、 外

蓋 Ｆ １ と こ れ に 接 続 す る 蓋 接 続 片 Ｊ １ 、 Ｊ １ 及 び 内 蓋 Ｆ ２ と こ れ に 接 続 す る 蓋 接 続 片 Ｊ ２

、 Ｊ ２ と を 併 せ て 、 蓋 部 ４ と い う 。

　 図 １ ０ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 の 包 装 容 器 Ｂ ２ の 装 入 側 Ａ － Ａ 視 の 断 面 図 で あ る （

図 ３ 参 照 ） 。 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 胴 部 １ は 被 包 装 物 Ｄ ２ を 収 納 す る 実 質 的 に 四 角 柱 形 状

の 空 間 と 被 包 装 物 Ｄ ２ を 収 納 し た 際 、 そ の 内 部 で が た つ か な い よ う に 抑 え る 抑 え 板 ２ ０ を
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そ の 内 部 に 備 え る よ う に 形 成 さ れ て い る 。

　 前 例 の 包 装 容 器 Ｂ １ と の 違 い は 、 抑 え 板 ２ ０ の 位 置 と 形 状 が 包 装 容 器 Ｂ １ の 抑 え 板 １ ９

と 異 な る 点 で あ る 。 そ の ほ か の 点 は 、 包 装 容 器 Ｂ １ と ほ ぼ 同 じ で あ る 。 こ の た め 、 共 通 す

る 部 材 は 同 一 の 図 面 符 号 で 示 す 。 ま た 、 異 な る 点 を 中 心 に 説 明 し 、 同 じ 点 に つ い て は 説 明

を 省 略 す る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

（ 包 装 容 器 ）

　 本 例 の 包 装 容 器 Ｂ ２ の 胴 部 １ は 、 図 １ ０ の 断 面 図 に 示 す よ う に 、 実 際 に は 、 前 記 の よ う

な 折 り 線 ｐ を 介 し て 連 続 す る ４ つ の 側 面 板 １ ４ 、 １ ５ 、 １ ６ 、 １ ７ と 、 こ の 側 面 板 １ ７ と

折 り 線 ｐ を 介 し て 連 続 す る 補 助 接 続 板 ２ ８ で 構 成 さ れ る 。 補 助 側 面 板 ２ ８ は 、 側 面 板 １ ４

と 重 ね ら れ て 接 着 さ れ る 際 の 糊 代 と な る と と も に 、 後 述 す る 抑 え 板 ２ ０ と さ ら に ミ シ ン 目

ｑ ２ を 介 し て 連 続 し て い る 。

　 本 例 で は 、 第 １ ～ 第 ４ 側 面 板 １ ４ 、 １ ５ 、 １ ６ 、 １ ７ は 同 じ 幅 で あ る た め 、 断 面 は ほ ぼ

正 方 形 を 呈 す る 。 補 助 側 面 板 ２ ８ は 糊 代 で あ る こ と か ら 、 第 １ ～ 第 ４ 側 面 板 １ ４ 、 １ ５ 、

１ ６ 、 １ ７ よ り も 幅 が 狭 い 。 ま た 、 端 部 ３ の 突 状 部 ２ ８ ｐ は 、 他 の 突 状 部 １ ４ ｐ 、 １ ６ ｐ

の 等 脚 台 形 形 状 の 対 応 す る 一 部 の 形 状 と な っ て い る 。

　 図 ５ 、 図 １ に 示 す よ う に 、 胴 部 １ 、 外 蓋 Ｆ １ 、 内 蓋 Ｆ ２ 、 蓋 接 続 片 Ｊ １ 、 Ｊ ２ は 、 前 例

の 包 装 容 器 Ｂ １ と 同 様 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

（ 抑 え 板 ）

　 図 １ ０ は 、 本 例 の 包 装 容 器 Ｂ ２ の 装 入 側 か ら 見 た Ａ － Ａ 視 の 断 面 図 で あ る 。 図 １ ０ 、 図

２ に 示 す よ う に 、 抑 え 板 ２ ０ は 、 基 部 ２ ０ ａ と 本 体 ２ ０ ｂ 及 び 補 強 板 ２ ０ ｃ で 構 成 さ れ 、

胴 部 １ の 内 部 に 設 け ら れ て い る 。

　 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 接 続 補 助 板 ２ ８ が 糊 代 と し て 側 面 板 １ ４ の 内 側 に 接 し て お り 、 接

着 に よ っ て 固 定 さ れ て い る 。 基 部 ２ ０ ａ は ミ シ ン 目 ｑ ２ で 接 続 補 助 板 ２ ８ か ら 折 り 曲 げ ら

れ て 接 続 補 助 板 ２ ８ と 接 す る よ う に 折 り た た ま れ て お り 、 接 着 に よ っ て 接 続 補 助 板 ２ ８ に

固 定 さ れ て い る 。 本 体 ２ ０ ｂ は 、 ミ シ ン 目 ｒ ２ で 基 部 ２ ０ ａ に 接 続 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

（ 切 欠 ）

　 こ の 切 欠 ｄ ２ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 そ の 幅 方 向 底 部 で 前 述 の ミ シ ン 目 ｒ ２ に 接 続 し て

い る 。 こ の た め 、 本 体 ２ ０ ｂ は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 側 面 板 １ ７ か ら や や 離 れ て 立 ち 上

が り 、 胴 部 １ の 奥 側 付 近 で 長 手 方 向 装 入 側 か ら 奥 側 に 向 け て 胴 部 １ の 幅 方 向 断 面 を 狭 め る

よ う に 片 持 ち の 状 態 で 立 ち 上 が る 。 す な わ ち 、 本 体 ２ ０ ｂ は 、 胴 部 ３ の 被 包 装 物 Ｄ ２ が 収

納 さ れ る 胴 部 ３ の 内 部 に お い て そ の 断 面 積 を 狭 く し て い る 。

　 図 １ １ に 示 す よ う に 、 切 欠 ｄ ２ よ り 奥 側 に 位 置 す る 本 体 ２ ０ ｂ は 被 包 装 物 Ｄ ２ が 装 入 さ

れ た 際 に 、 ミ シ ン 目 ｒ ２ に 沿 っ て 回 動 す る こ と が で き 、 被 包 装 物 と 密 着 す る こ と が で き る

。

　 ま た 、 本 体 ２ ０ ｂ の 長 手 方 向 奥 側 か ら ほ ぼ 中 央 部 ま で 幅 方 向 中 央 部 に 折 り 線 ｔ が 設 け ら

れ て い る 。 こ の 折 り 線 ｔ が あ る た め 、 本 体 ２ ０ ｂ は 、 こ の 折 り 線 ｔ で 折 れ 曲 が り や す く 、

被 包 装 物 の サ イ ズ が 代 わ っ て も よ り 大 き い 調 整 幅 で 被 包 装 物 Ｄ １ 、 Ｄ ２ と 密 着 す る こ と が

で き る 。

　 加 え て 、 切 欠 ｄ ２ の 長 手 方 向 位 置 は 、 任 意 に 選 択 す る こ と が で き る の で 、 胴 部 １ の 抑 え

板 の 設 置 位 置 を 幅 方 向 の 任 意 の 位 置 か ら 開 始 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

（ 板 材 ）

　 本 例 の 包 装 容 器 Ｂ ２ は 、 １ 枚 の 板 材 ｂ ２ を 材 料 と し て 、 こ れ を 折 り 曲 げ 及 び 貼 り 付 け を

す る こ と に よ り 、 製 造 す る こ と が で き る 。

　 図 ２ に 、 本 例 の 板 材 の 展 開 図 （ 平 面 図 ） を 示 す 。 紙 面 で 示 す 側 が 組 み 立 て た 際 に 包 装 容

器 の 内 側 に な る 。

　 こ の 板 材 ｂ ２ は 、 折 り 線 ｐ を 介 し て ほ ぼ 等 間 隔 幅 を も っ て 幅 方 向 に 連 続 す る そ れ ぞ れ の
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側 面 板 、 す な わ ち 、 第 １ 側 面 板 １ ４ 、 第 ２ 側 面 板 １ ５ 、 第 ３ 側 面 板 １ ６ 、 第 ４ 側 面 板 １ ７

を 有 す る と と も に 、 幅 方 向 一 端 部 （ 左 端 部 ） に 位 置 す る 第 ４ 側 面 板 １ ７ の 端 縁 に 、 折 り 線

ｐ を 介 し て 接 続 補 助 板 ２ ８ が 連 続 し 、 さ ら に ミ シ ン 目 線 ｑ ２ を 介 し て 抑 え 板 ２ ０ が 連 続 す

る よ う に 設 け ら れ て い る 。

　 後 述 の よ う に 、 胴 部 １ は 、 こ の 板 材 ｂ ２ を 各 折 り 線 ｐ で 折 り 曲 げ て 、 接 続 補 助 板 ２ ８ を

第 １ 側 面 板 １ ４ に 貼 り 付 け て 、 形 成 す る こ と が で き る 。 図 ３ 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 こ の よ

う に し て 形 成 さ れ た 胴 部 １ の 両 端 は 蓋 部 ４ 、 ４ を 形 成 す る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

（ 板 材 の 素 材 と 製 法 ）

　 本 例 の 板 材 ｂ ２ は 、 板 材 の 素 材 、 製 法 に つ い て 、 前 例 の 包 装 容 器 Ｂ １ の 板 材 ｂ １ と 同 様

で あ る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

（ 板 材 ： 第 １ 側 面 板 及 び 第 ３ 側 面 板 並 び に 接 続 補 助 板 、

（ 板 材 ： 第 ２ 側 面 板 及 び 第 ４ 側 面 板 並 び に 接 続 補 助 板 ）

（ 板 材 ： 外 蓋 と 蓋 接 続 片 ）

（ 板 材 ： 内 蓋 と 蓋 接 続 片 ）

（ 板 材 ： 内 蓋 の 凹 部 ）

　 板 材 ｂ ２ に つ い て 、 第 １ 側 面 板 と 第 ３ 側 面 板 及 び 接 続 補 助 板 、 第 ２ 側 面 板 及 び 第 ４ 側 面

板 並 び に 接 続 補 助 板 、 外 蓋 と 蓋 接 続 片 、 板 材 ： 内 蓋 と 蓋 接 続 片 、 並 び に 内 蓋 の 凹 部 に つ い

て は 、 包 装 容 器 Ｂ １ の 板 材 ｂ １ と 同 様 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

（ 抑 え 板 ）

　 図 ２ に 示 す よ う に 、 抑 え 板 ２ ０ は 、 基 部 ２ ０ ａ 、 本 体 ２ ０ ｂ 及 び 補 強 板 ２ ０ ｃ で 構 成 さ

れ て い る 。

　 基 部 ２ ０ ａ は 、 折 り 線 ｓ 、 ミ シ ン 目 線 ｑ ２ 、 ミ シ ン 目 線 ｒ ２ で 囲 ま れ て お り 、 接 続 補 助

板 ２ ８ に 折 り 線 ｐ と 平 行 な ミ シ ン 目 線 ｑ ２ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。

　 本 体 ２ ０ ｂ は 、 ミ シ ン 目 ｒ ２ で 基 部 ２ ０ ａ に 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 基 部 ２ ０ ａ の 長

手 方 向 装 入 側 端 部 の 幅 は 接 続 補 助 板 ２ ８ と ほ ぼ 同 じ か や や 狭 く 形 成 さ れ て そ の 長 手 方 向 奥

側 で こ の ミ シ ン 目 ｒ ２ に 接 続 す る 切 欠 ｄ ２ を 有 し て い る 。 こ の た め 、 本 体 ２ ０ ｂ は 、 組 み

立 て ら れ た 包 装 容 器 Ｂ ２ に お い て 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 側 面 板 １ ７ と 少 し 離 れ て 立 ち 上

が り 、 胴 部 １ の 長 手 方 向 装 入 側 か ら 奥 側 に 向 け て 胴 部 １ の 幅 方 向 断 面 を 狭 め る よ う に 片 持

ち の 状 態 で 立 ち 上 が る こ と が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

（ 切 欠 ）

　 こ の 切 欠 ｄ ２ は 、 そ の 幅 方 向 底 部 で 前 述 の ミ シ ン 目 ｒ ２ に 接 続 し て い る 。

　 切 欠 ｄ ２ は 、 抑 え 板 ２ ０ の 板 材 ｂ ２ の 幅 方 向 端 か ら 接 続 補 助 板 ２ ８ と の 境 界 で あ る 折 り

線 ｑ ２ に 向 か っ て 長 手 方 向 奥 側 に 向 け て 幅 広 に な る よ う に 緩 や か な 曲 線 で 縁 取 ら れ る よ う

に 形 成 さ れ て い る 。

　 こ の 曲 線 は 補 強 板 ２ ０ ｃ の 延 長 で あ る 抑 え 板 の 幅 方 向 端 上 の 点 ｕ ２ ま で 伸 び 、 さ ら に 長

手 方 向 端 Ｅ 付 近 の コ ー ナ ー 部 で ミ シ ン 目 ｒ ２ と 平 行 に な る よ う に 角 落 と し （ 点 ｖ ２ か ら 点

ｗ ２ ま で ） が 施 さ れ て い る 。 こ の 角 落 と し は 、 容 器 に 組 み 立 て た 場 合 に ミ シ ン 目 ｒ ２ を 軸

と し て こ の 周 り で 動 く た め 、 本 体 ２ ０ ｂ の 幅 は ミ シ ン 目 ｒ ２ と こ の 角 落 と し の 箇 所 で 最 大

と な る の で 、 内 部 の 高 さ の 制 限 に 適 合 す る よ う に し た も の で あ る 。

　 ま た 、 本 体 ２ ０ ｂ の 長 手 方 向 奥 側 か ら ほ ぼ 中 央 部 ま で 幅 方 向 中 央 部 に 折 り 線 ｔ が 設 け ら

れ て い る 。 こ の 折 り 線 ｔ が あ る た め 、 本 体 ２ ０ ｂ は 、 こ の 折 り 線 ｔ で 折 れ 曲 が り や す く 、

被 包 装 物 の 断 面 が 円 の 場 合 、 ２ 点 で 接 触 す る た め 、 の サ イ ズ が 代 わ っ て も よ り 大 き い 調 整

幅 で 被 包 装 物 Ｄ ２ と 密 着 す る こ と が で き る 。

　 加 え て 、 切 欠 ｄ ２ の 長 手 方 向 位 置 は 、 任 意 に 選 択 す る こ と が で き る の で 、 胴 部 １ の 抑 え

板 の 設 置 位 置 を 幅 方 向 の 任 意 の 位 置 か ら 開 始 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】
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（ 組 立 手 順 ）

　 板 材 ｂ ２ に つ い て 、 そ の 組 立 手 順 に つ い て は 、 包 装 容 器 Ｂ １ の 板 材 ｂ １ と ほ ぼ 同 様 で あ

る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

（ 胴 部 の 組 立 て ）

（ １ ） ま ず 、 図 ２ に 示 す 板 材 ｂ ２ に つ い て 、 折 り 線 ｑ ２ に 沿 っ て 抑 え 板 ２ ０ を 折 り 曲 げ る

と と も に 基 部 ２ ０ ａ と 接 続 補 助 板 ２ ８ を 接 着 な ど の 手 段 で 固 定 す る 。 本 例 で の 固 定 は 、 糊

付 け 、 接 着 が 好 ま し い が 、 そ の 他 の 固 定 手 段 の 使 用 を 妨 げ る も の で は な い 。

（ ２ ） そ の 後 、 第 ４ 側 面 板 １ ７ を 折 り 曲 げ る と と も に 、 折 り 線 ｐ に 沿 っ て 第 １ 側 面 板 １ ４

を 折 り 曲 げ て 、 接 続 補 助 板 ２ ８ を 糊 代 と し て 第 １ 側 面 板 １ ４ に 接 着 な ど の 手 段 で 固 定 す る

。 そ の 際 、 本 例 の よ う に 、 補 強 板 ２ ０ ｃ を 第 ４ 側 面 板 １ ７ に 糊 付 け す る と 剛 性 が 向 上 す る

。

　 こ こ ま で で 、 板 材 ｂ ２ の 糊 付 け が 終 了 し 、 包 装 容 器 と し て 半 製 品 が 完 成 す る 。 こ の 後 は

組 み 立 て を 行 え ば 包 装 容 器 と し て 完 成 す る 。 こ の 半 製 品 は 、 折 り 畳 ま れ た 状 態 で あ る た め

、 保 管 あ る い は 運 搬 の 際 に は 省 ス ペ ー ス が 実 現 で き る 。

　 （ ３ ） 次 に 、 接 着 が 完 了 後 、 第 ４ 側 面 板 １ ７ と 接 続 補 助 板 １ ８ の 折 り 線 ｐ と 第 ２ 側 面 板

１ ５ と 紙 面 板 １ ６ の 折 り 線 ｐ が 山 折 れ に な る よ う に 展 開 す る と 、 正 四 角 筒 状 の 胴 部 １ を 組

み 立 て る こ と が で き 、 両 側 に 開 口 ２ を 有 す る 包 装 容 器 Ｂ １ が 完 成 す る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

（ 包 装 容 器 と し て の 使 用 ）

　 包 装 容 器 Ｂ ２ を 使 用 す る 際 、 す な わ ち 、 被 包 装 物 を 収 納 す る 場 合 は 、 装 入 側 の 端 部 か ら

被 包 装 物 を 装 入 し 、 蓋 部 ４ を 閉 止 す れ ば よ い 。

　 図 １ １ は 、 包 装 容 器 Ｂ ２ に 軸 状 の 形 状 を 有 す る 被 包 装 物 Ｄ ２ を 装 入 し た 際 に 本 体 ２ ０ ｂ

が 接 触 す る Ｂ － Ｂ 断 面 を 示 す 。 こ の よ う に 、 本 体 ２ ０ ｂ は 被 包 装 物 Ｄ ２ と 接 触 し て 撓 み 、

被 包 装 物 Ｄ ２ を 包 装 容 器 Ｂ ２ の 内 部 で 係 止 す る 。 ま た 、 同 図 は 、 被 包 装 物 Ｄ ２ よ り 径 の 大

き い 被 包 装 物 Ｄ １ を 装 入 し た 場 合 を 想 像 線 で 示 し て い る 。 こ の 場 合 は 、 よ り 小 さ い 撓 み で

被 包 装 物 Ｄ ２ と 接 触 し て 、 被 包 装 物 Ｄ ２ を そ の 内 部 で 係 止 す る 。

　 本 例 の よ う に 、 折 り 線 ｔ が あ る と 、 こ の 個 所 で 折 り 曲 が り が 生 じ や す く な る 。 折 り 曲 が

り が あ る と 、 よ り 断 面 積 の 大 き い 被 包 装 物 に 対 し て 係 止 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 さ

ら に 広 い 範 囲 の 異 な る 径 の 被 包 装 物 に 対 し て 同 一 の 大 き さ の 包 装 容 器 で 係 止 す る こ と が で

き る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 板 材 ｂ ２ に つ い て 、 そ の 端 部 の 閉 止 に つ い て は 、 包 装 容 器 Ｂ １ の 板 材 ｂ １ と 同 様 で あ る

。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 一 例 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 し た が 、 本 発 明 に 係 る

紙 製 包 装 容 器 は 図 示 例 に 限 定 さ れ ず 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 技 術 的 思 想 の 範 疇 に お

い て 種 々 の 設 計 変 更 が 可 能 で あ る こ と は 言 う ま で も な い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ５ ９ 】

Ｂ １ 、 Ｂ ２ ： 包 装 容 器

１ ： 胴 部

２ ： 開 口

３ ： 端 部

４ ： 蓋 部

１ ４ ： 第 １ 側 面 板 （ 側 面 板 ） 、 １ ５ ： 第 ２ 側 面 板 （ 側 面 板 ） 、 １ ６ 第 ３ 側 面 板 ： （ 側 面 板

） 、 １ ７ ： 第 ４ 側 面 板 （ 側 面 板 ） 、

１ ８ 、 ２ ８ ： 接 続 補 助 板

１ ９ 、 ２ ０ ： 抑 え 板 、 １ ９ ａ 、 ２ ０ ａ ： 基 部 、 １ ９ ｂ 、 ２ ０ ｂ ： 本 体 、 ２ ０ ｃ ： 補 強 板

１ ４ ｐ 、 １ ６ ｐ 、 １ ８ ｐ ： 突 状 部
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Ｄ １ 、 Ｄ ２ ： 被 包 装 物

Ｅ ： 長 手 方 向 端

Ｆ １ ： 外 蓋 、 Ｆ ２ ： 内 蓋

Ｊ １ 、 Ｊ ２ ： 蓋 接 続 片

ｂ １ 、 ｂ ２ ： 板 材 （ 包 装 容 器 用 板 材 ）

ｄ ： 凹 部

ｄ １ 、 ｄ ２ ： 切 欠

ｐ 、 ｓ 、 ｔ 、 ｘ １ 、 ｘ ２ 、 ｙ １ 、 ｙ ２ 、 ｚ １ 、 ｚ ２ ： 折 り 線

ｑ １ 、 ｑ ２ 、 ｒ １ 、 ｒ ２ ： ミ シ ン 目 線

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】
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